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学術機関における研究データ管理に関する
現状の問題点・課題
研究室でのデータ管理の無法地帯化
教員が研究室や研究プロジェクト毎にサーバーの調達やクラウド
を契約しており、学内にあるデータの管理状況が把握できない事
はありませんか︖
⼤規模プロジェクトでのデータ管理計画の問合せの増加
学内の教員から、競争的研究資⾦のプロジェクトにおけるデータ
管理計画に従った研究データ管理する⽅法について、問い合せが
来る事はありませんか︖
データ共有ストレージの運⽤コストの増加や調達の⻑期化
情報基盤センターで学内の教職員・学⽣向けに研究⽤にデータ保
存・共有⽤のストレージを提供する場合に、運⽤コストが⼤き
かったり、調達に時間がかかる事はありませんか︖
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研究データ管理サービスとは
基盤センターや情報システム部⾨で、組織的な研究デー
タ管理（RDM: research data management）の実施を⽀援
するために、⾃機関の研究者に提供するサービス。

研究推進への対応
進⾏中のデータ共有・管理を⾏うためのストレージサービスに加
えて、研究ツールと連携することで研究プロセスを効率化するこ
とができる。

研究公正への対応
詳細な研究証跡を記録することで研究不正を未然に防ぐことがで
きる。また、研究者にとっては⾃らの研究の公正さを証明する⼿
段にもなる。
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GakuNin RDMとは

GakuNin RDM（GRDM）は、国⽴情報学研究所（NII）で運⽤している
研究データ基盤NII Research Cloudの⼀部で、研究中のクローズド（⾮公
開、制限共有）なデータを取り扱う事に特化した研究データ管理サービ
ス。2021年4⽉からは24/365運⽤体制でRDMサービスを全国の学術機関
に提供。NIIの他の研究データ基盤とも連携予定。

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤

オープン・クローズド戦略のもとで
オープンサイエンスが実現できる基盤
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GakuNin RDMの機能
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GakuNin RDMサービス機能概要
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研究データ共有機能（基本機能）

機関利⽤のための管理機能研究証跡の保存機能

NII研究データ基盤と外部ツールとの連携

パブリック
クラウド リポジトリ

プライベート
クラウド

研究ツール

時刻認証事業者のタイムスタンプで
ファイルの存在を証明

学認による認証とグループ管理でデータ共有

機関の管理者による組織内の
RDMサービスのカスタマイズ



学認フェデレーション参加のIdPと連携可能
調達が不要でシステム導⼊が容易

GRDMでは、学術認証（学認）フェデレーションにサービスプロバイダ
（SP）として登録済みのため、学認に参加していればアイデンティティ
プロバイダ（IdP）連携のみで導⼊が可能

GakuNin RDMポータルの
プルダウンメニューから⾃機関を選択

⾃機関の認証システム
(IdP)でログイン

シングルサインオンで
GakuNin RDMを利⽤

研究データ共有機能（基本機能）

学認による認証とグループ管理でデータ共有
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研究室や共同研究者間でのデータ管理・共有

GRDMでは、標準で利⽤可能なストレージを提供、学内の研究者がWeb
ブラウザ上で学内外の共同研究者とデータ共有・管理が可能。プロジェ
クトの階層化も可能であるため、⼤型研究プロジェクトにも対応可。

教員ディレクトリ

学⽣Aのディレクトリ

学⽣Bのディレクトリ
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GakuNin RDMとクラウドストレージや
外部ツールとの連携で研究を促進

GRDMでは、NII提供分のストレージ以外にも、機関側で契約、所有して
いるパブリッククラウド、プライベートクラウドのストレージをAPIで
接続して利⽤可能。

NII研究データ基盤と外部ツールとの連携

パブリック
クラウド リポジトリ

プライベート
クラウド

研究ツール

研究プロジェクトに様々な
外部クラウドサービスを
紐付けて管理
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研究データの証跡管理機能で
研究不正を未然に防⽌

研究証跡の保存機能

時刻認証事業者のタイムスタンプで
ファイルの存在を証明

システム外でファイルに変更があった可能性を検出
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GRDMでは、システム中に保存されたユーザデータについて、UPKIタイ
ムスタンプサービスの時刻認証局サーバと連携。
ある時刻でのファイルの存在を証明。システム外でファイルが操作され
た場合に検出され、研究主催者はダウンロードして確認することが可能。



機関ストレージへの接続
研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

拡張ストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして１種類指定
・プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
・NIIストレージは併⽤不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

拡張ストレージは併⽤可能

S3互換

機関毎に準備

（機関のシステム管理者向け機能）

標準ストレージ
（NIIストレージ）
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利⽤開始直後から利⽤可

機関のシステム管理者が設定すれば全学で利⽤可

ユーザ⾃⾝で設定すれば利⽤可能



GRDMストレージ連携における
認証⽅式のパターン
• S3系（AWS S3, S3互換ストレージ等）

• 認証⽅式︓hash-based message authentication code (HMAC) ⽅式。
• 事前に交換しておいたアクセスキーによって、リクエスト本⽂のハッ
シュ値に署名することでリクエストがアクセスキーを持つ者から発⾏さ
れた事を保証

• AWS S3ではシークレットアクセスキーと年⽉⽇、リージョン、AWSサー
ビスからSigning Keyという専⽤のキーをを作成してリクエストに使⽤

• ownCloud系（ownCloud, Nextcloud等）
• 認証⽅式︓OAuth認証
• GRDM側でストレージのアカウント情報を管理
• 安全のためデバイス単位、アプリ単位のユーザID/パスワードを発⾏する

ownCloud（Nextcloud）の拡張プラグインを利⽤することを推奨している

• SaaS系（Dropbox, Google Drive, OneDrive, box等）
• 認証⽅式︓OAuth認証
• 各クラウドプロバイダ側でアカウント情報を管理
• クラウドサービスのアカウント情報で認証を⾏いGRDMに紐付ける
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昨年度から新たに追加された機能
機関ストレージの対象ストレージの追加
• 機関ストレージ機能の強化

• 対象となるストレージ
• Dropbox Business (D)
• Nextcloud for Institutions (N)
• S3互換ストレージ for Institutions (S)

• 追加された機能
• GRDMの拡張ストレージ相当のファイル・ディレク
トリ操作
(D, N, Sが対応)

• GRDMと対象となるストレージのユーザ
アカウントおよび共有ディレクトリの同期
(D, N, Sが対応)

• 対象ストレージのWebUIおよびデスクトップ
クライアント利⽤時の証跡管理機能の利⽤
(D, Nが対応)
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機関ストレージ機能の例

GakuNin RDM
対象ストレージの

デスクトップクライアント 対象ストレージファイル
同期

証跡管理機能同期

ファイル
同期

対象ストレージのWebUIおよびデスクトップクライアント
を利⽤した場合にもGakuNin RDMの証跡管理機能が有効に
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連携可能な外部ストレージの制限事項

GakuNin RDMユーザサポートページ「連携可能な外部ストレージの制限事項」
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=67611476 15



昨年度からの機能のアップデート
検索インタフェースのリニューアル

利⽤ユーザがアクセス権限のあるファイルとプロジェクトのみが検
索できるプライベート検索です。
プロジェクト、ファイルのコメントも検索対象に追加しました。
検索結果のソート機能を追加しました。 16



昨年度からの機能のアップデート
ユーザインタフェースの⽇本語・英語への対応

UIの多⾔語化（⽇本語・英語）に対応しました。
「Webブラウザ」の⾔語設定の優先順位の変更で、
⾔語を切替えることが可能になっています。
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Google Chromeの場合の⾔語設定切替



GakuNIn RDMの
ユースケース紹介
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GakuNin RDM 参加機関の増加

GakuNin RDMの利⽤機関数
(先⾏利⽤期間)

22機関

北海道 北海道⼤学、北⾒⼯業⼤学、帯広畜産⼤学、⼩樽商科⼤
東北 東北⼤学
関東 国⽴情報学研究所、千葉⼤学、群⾺⼤学、東京⼤学、

東京農⼯⼤学、慶應義塾⼤学
中部 名古屋⼤学、信州⼤学
北陸 福井⼤学、⾦沢⼤学、富⼭⼤学
関⻄ 京都⼤学、神⼾⼤学、⼤阪⼤学、NPO法⼈CCC-TIES
中国 広島⼤学
九州 九州⼤学

（2021年1⽉現在）
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研究者 管理者

論文中組図の
画像スキャン

一般市民

非公開
リポジトリ

or

公開用
リポジトリ

RIMS: Research Integrity Management System
全論⽂データの登録・保管・公開を⽀援するフレームワークの開発

不正対策の一環として、IQB では受理された論文の
• 最終原稿と図
• 論文に使用した全ての生データ
• 論文作成が適切に行われたことの「チェックリスト」
を所の研究倫理推進室へ提出することが義務付け
提出されたデータは一般への公開を予定
（現在は所内宛に公開）

論文情報登録

生データ
アップロード 研究公正機能

公開データへ
アクセス

進捗管理
ワークフロー

東⼤定量研開発
アルゴリズムの
組み込み

東京⼤学定量⽣命科学研究所
研究公正管理システム（IQB-RIMS）
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北海道⼤学情報基盤センターの利⽤事例と
附属図書館での学内周知のユースケース

北⼤インタークラウド（ストレージ）の活⽤事例としてGRDMを紹介
附属図書館での普及・利⽤拡⼤のための先⾏利⽤の案内掲⽰

https://www.hucc.hokudai.ac.jp/intercloud/cloudstorage/
https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/gakunin_rdm/

附属図書館 情報基盤センター連携
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データ管理基盤と実験装置・計測装置との連結

共通研究データ基盤としてGakuNin RDMを各学術分野へ普及
遠隔操作での実験装置の共同利⽤のためのデータ管理・共有を実現
令和2年度「先端研究基盤共⽤促進事業（コアファシリティ構築⽀援プログラム）」

https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/mext_00066.html

URA・研究推進部⾨
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名古屋⼤学での実証実験のユースケース

国⽴⼤学経営改⾰促進事業「研究データの⼤学間相互利⽤に向けた
アカデミッククラウドの構築」の⼀環としてGakuNin RDMを活⽤

名古屋⼤学情報連携推進本部
http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/rdm/
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⼤型研究プロジェクトでのユースケース
①医師と数学者による神経科学・数理学・医学分野の共同研究
（新学術領域オシロロジー）

GakuNin RDM利⽤デモ動画をYouTubeで公開中

GakuNin RDMデモ︓オシロロジーにおける領域間研究の発展とデータ共有基盤構築/京都⼤学・
松橋眞⽣先⽣、北海道⼤学・⾏⽊孝夫先⽣

https://youtu.be/SzS8-o5B3vw
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https://youtu.be/SzS8-o5B3vw


ムーンショット型研究開発制度における
先進的な研究マネジメントでのユースケース

25

⼤型研究開発制度の研究マネージメントの⽀援としてGakuNin RDMの
先⾏利⽤がスタート。研究代表者（PM）への説明も実施。
学内の研究者がデータ管理計画に基づいたデータ管理・共有が可能に。



⼤学経営統合でのITインフラ統⼀の
ユースケース
②⼯学・商学・農学の異分野の⼤学経営統合によるオープンイノベーション
（北海道国⽴⼤学機構︓北⾒⼯業⼤学、⼩樽商科⼤学、帯広畜産⼤学）

GakuNin RDMデモ︓GakuNin RDMを
軸としたオープンイノベーション北⾒⼯
業⼤学・升井洋志先⽣、⼩樽商科⼤学・
三浦克宜先⽣

https://youtu.be/3I6KXI83b-o
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https://youtu.be/3I6KXI83b-o


GakuNIn RDM
サービス開始⽇と
ご利⽤申込みの⽅法
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GakuNin RDMは
2021年2⽉15⽇(⽉)
サービス提供開始
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2020年度 2021年度
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

サービス提供開始までのスケジュール

△
サービスイン

GRDM本運⽤

• 2021年2⽉15⽇にGRDM本運⽤のサービスイン予定
• 先⾏利⽤期間のデータはそのまま本運⽤へ引継ぎ
• 全利⽤機関で本運⽤の新規利⽤申請が必要
（利⽤申請では機関の⻑・部局の⻑の承諾が必要）

昼間365
有⼈運⽤ 24/365有⼈運⽤（予定）

データ
そのまま
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先⾏利⽤期間

本運⽤の
利⽤申請

• 当⾯のアプリケーション利⽤料は無料
• サービス開始時にクラウドチェックリストへの掲載
• 2021年度にISMS (ISO27001)申請予定



機関利⽤のための申請⽅法

• サービス開始の2021年2⽉15⽇から利⽤申請の申込み
受付を開始いたします。

• 申込みはGakuNin RDMユーザサポートページのWeb申
請フォームにて、貴機関のシステム担当部⾨のご担当
者様から、お申し込みしていただく必要がございます。
• GakuNin RDMユーザサポートページ︓

https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/display/gakuninrd
musers

• ご不明点・ご質問は下記のメールアドレスまでお問合
せ下さい。
• GakuNin RDMユーザサポート

rdm_support@nii.ac.jp
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https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/display/gakuninrdmusers
mailto:rdm_support@nii.ac.jp


ご清聴ありがとうござ
いました。
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教材コンテンツ共有プラットフォーム

学認LMS

国立情報学研究所

情報社会相関研究系 / オープンサイエンス基盤研究センター

助教 古川 雅子

NIIサービス説明会2020
2021年1月19日(火) 15:00-15:50



学認LMSで学べる講座

• 情報セキュリティ講座

• 研究データ管理講座

2

倫倫姫と学ぼう！
情報倫理

倫倫姫の情報セキュリティ教室

オープンサイエンス時代の研究データ管理 研究データ管理サービスの設計と実践

支援者向け研究データ管理入門編

https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/rdm/


学認LMSとは

3

「オープンサイエンス時代の
研究データ管理」

「研究データ管理サービスの
設計と実践」

学認LMS
（教育コンテンツ共有プラットフォーム）

学認連携Moodleから
学認LMSへ移行（2020.4-）

情報セキュリティ講座

研究データ管理講座

「倫倫姫と学ぼう！情報倫理」

Moodle3.6

試行運用（2020-）



学認LMSの特徴

1. 学認ログインが利用可能（要IdP連携）

2. 国立情報学研究所が提供する
機関共通の教材コンテンツを学べる

3. 自機関受講者の受講履歴を確認できる
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アウトライン

1. 講座紹介１：情報セキュリティ講座

2. 講座紹介２：研究データ管理講座

3. 機関管理者向け機能

4. ケーススタディ

5. 利用申請方法・正式運用に向けて
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講座紹介１：

情報セキュリティ講座
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情報セキュリティポリシー推進部会活動†
の一環

7
†https://www.nii.ac.jp/news/release/2020/0407.html

https://www.nii.ac.jp/news/release/2020/0407.html


標準化・多言語化・持続性追求
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標準化：サンプル規程集準拠の教材
多言語化：英語, 中国語, 韓国語版の提供
持続性追求：「倫倫姫の情報セキュリティ教室」公開



文部科学大臣表彰・科学技術賞（理解増進部門）受賞

9
https://www.nii.ac.jp/news/release/2020/0407.html



「倫倫姫と学ぼう！情報倫理」（2012～）
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「倫倫姫の情報セキュリティ教室」（2020～）

• ヒカリ＆つばさ + りんりん姫を発展的に統合

11

ヒカリ＆つばさ りんりん姫

多言語対応 日本語のみ 日英中韓

構成 事例と質問＆
答えと解説

事例と説明、テスト

提供方法 PDFのみ eラーニング



サンプル規程集準拠
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D2301, D3301a
情報セキュリティに加え，
情報倫理
大学 IT の使い方含む
教職員含む A 大学の一般利
用者全員対象
D2301→D3301→e ラーニン
グコース更新

a
https://www.nii.ac.jp/service/sp/

https://www.nii.ac.jp/service/sp/


「倫倫姫の情報セキュリティ教室」
シナリオ

• D3301 から毎年数シナリオごと執筆

• 今年度公開シナリオ
• 電子メール

• 著作権

• ID とパスワード

13
https://www.nii.ac.jp/openforum/2020/day1_os1.html

具体的な情報は、NIIオープンフォーラム2020で公開中



「倫倫姫の情報セキュリティ教室」
教材の構成
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講座紹介２：

研究データ管理講座

15



研究データ管理とは

16

RDM: Research Data Management

ある研究プロジェクトにおいて使用された、
あるいは生成されたデータの組織化、構造化、
保存、共有、公開、再利用に関する一連の作
業を指す言葉

研究推進
（オープンサイエンス）

研究倫理
（研究公正）



国内の政策
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2013.6 G8科学大臣会合における研究データのオープン化を確約する共同
声明（日本も調印）

2015.3 内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討
会」報告書

2016.1 第5期科学技術基本計画 ⇒知の基盤の強化向けてオープンサイエ
ンスを推進

2016.2 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会「学術情報の
オープン化の推進について（審議まとめ）」

2016.7 日本学術会議 オープンサイエンスの取組に関する検討委員会
「オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり方
に関する提言」

2017.6 科学技術イノベーション総合戦略2017「オープンサイエンスの推
進」

2018.6 内閣府「統合イノベーション戦略」

2019.6 内閣府「統合イノベーション戦略2019」



国内の研究助成機関の動向
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機関名 方針策定状況

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（AMED）

• 「疾病克服に向けたゲノム医療実現化プロジェクト」及び「難病克
服プロジェクト」ゲノム医療実現のためのデータシェアリングポリ
シー（2016.4）

• 2018.5.1以降にAMEDが新規公募する事業について、データマネジメ
ントプランの提出を義務化（2018.3）

国立研究開発法人
科学技術振興機構
（JST）

• 「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST
の基本方針」策定（2017.4）

• 「戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施方針」
（2016.2）に基づき、データマネジメントプランの提出を要求

経済産業省
産業技術環境局

• 「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運用ガイドラ
イン」策定（2017.12）

• データマネジメントプランの作成を要求

独立行政法人
日本学術振興会（JSPS）

• 「論文のオープンアクセス化に関する実施方針」策定（2017.3）
• 令和2(2020)年度科学研究費助成事業‐科研費‐（学術変革領域研究

（A・B））の公募要領（2020年1月9日）にて、採択された研究領域
の領域代表者に対し、データマネジメントプランの提出を求める予定

＊データマネジメントプラン（データ管理計画書）の提出を要求



トップダウンとボトムアップ
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政府・研究助成機関・学術機関・出版社の政策／方針（ポリシー）

• 公的研究資金を受けた研究成果（論文とデータ）の公開
• 論文のエビデンスとなったデータの10年保存と開示義務
• 産学連携・市民科学の推進と国際競争力の強化

研究者／コミュニティ

・データを公開することによる研究成果の信憑性の向上
・過去の知見の再利用
・研究成果の保全
・研究活動の効率化
・分野融合型研究の加速

研究データ管理



オープンサイエンス推進のための
研究データ基盤

20

管理 公開 検索
CLOSE OPEN

３つの基盤の運用を支える人の基盤



教材開発に着手
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⚫組織として研究者を支える必要

⚫研究データ管理に関して研究者を支援する専
門人材の育成が不可欠

研究データ管理支援人材に求められる
教材開発に着手



JPCOARとNIIによる教材開発
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研究データタスクフォース

事例調査

類型化

構成要素

日本語版構成案

海外の教材

日本語版教材を作ろう！

国立情報学研究所（NII）

＋



構成と内容
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章 内容

第1章 導入 研究データ管理の重要性が増している背景や、研究データ、研究データ管理の定義につ
いて学ぶ。

第2章 データ管理計
画（DMP）

効果的なデータ管理に欠かせないデータ管理計画に関し、作成義務化の動向や、その構
成要素について学ぶ。

第3章 保存と共有 研究データの研究期間中の保管や長期保存に関する留意点について学ぶ。また、研究
データの共有に関して、その意義や検討すべき点、共有方法について学ぶ。

第4章 組織化、文書
化、メタデータ作成

研究データを長期的に管理・活用するために欠かせない、一定のルールに則ったデータ
の組織化や、データについて説明する文章やメタデータの作成について学ぶ。

第5章 法・倫理的問
題

研究データをめぐる著作権や、再利用を促進するためのライセンスの仕組みについて学
ぶ。あわせて、センシティブデータを取り扱う上での留意点や、研究倫理についても学
ぶ。

第6章 ポリシー 国や助成団体、機関、学会等が、研究データの保存や共有を求めるポリシーを策定する
例が増えており、これらの動向及びポリシー策定の要件について学ぶ。

第7章 研究データ管
理サービスの検討

学習者が自機関での研究データ管理サービスを構築していくためのステップを学ぶ。



「オープンサイエンス時代の研究
データ管理」
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受講者数 修了率

オープンサイエンス時代の研究データ管理 2,305 25%

gacco講座平均 4,145 15%

• 教養や話題性の高い内容の講座が多いなかで、当初は800人前後の受講者数を見
込んでいたが、予想を大きく上回り2,305名の受講者が登録

• MOOCの修了率は世界的に10%台であるなか、非常に高い修了率で講座を終了

• 「RDMトレーニングツール」を

MOOCに改編

• JMOOC/gaccoで開講（2017年

11月～2018年1月）

講義動画はNIIサイトで公開

https://www.nii.ac.jp/service

/jmooc/rdm/

https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/rdm/


「研究データ管理サービスの設計と実践」
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•研究支援職員（図書館員、研究支援職員（URA）、
技術スタッフ等）のための教材

•研究プロセス（研究前、研究中、研究後）に沿っ
て、具体的なサービスの設計と実践について学ぶ

• JPCOARサイトにてスライド公開
（2018年8月）

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/

• NIIが開発中の新オンライン学習プラッ
トフォーム（学認LMS）から公開する
ことを前提に開発

https://www.nii.ac.jp/openforum/2020/day1_os1.html

試験運用の取り組み等は、NIIオープンフォーラム2020で公開中



構成と内容
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章 内容

第1章：序論 研究データ管理に関する基礎的な知識を学ぶ
• 研究データ管理とは何か
• 研究データ管理の重要性が増している背景
• 研究データ管理サービスとは何か

第2章：サービス設計 自機関の実情に合ったサービスを設計するために必要なことを学ぶ
• 組織づくりや機関としての戦略やポリシーの立案
• Data Asset Framework（データ資産フレームワーク）の活用法

第3章：研究前の支援 研究者が研究を開始する前段階で、どのような支援が求められているかについて学ぶ
• 研究者が遵守すべきポリシーとは何か
• 研究資金配分機関等が求めるDMP（データ管理計画）の作成支援

第4章：研究中の支援 研究者が研究を実施している最中に求められる支援について学ぶ
• 研究データの種類とセキュリティポリシーの関係
• データの保存と機関の役割
• 利用可能なデータの発見方法
• データの分析や可視化の支援方法
• 論文発表の際に必要とされるデータの取扱い
• データ管理計画の見直し

第5章：研究後の支援 研究終了後に、得られたデータを公開することについて学ぶ
• データの公開前に確認すべきこと
• データの公開場所としてのデータリポジトリの選定
• 公開するデータに付与すべきメタデータ、識別子、ライセンスなど

第6章：日常的な支援 日常的な研究データ管理サービスについて学ぶ
• 研修の実施方法
• ポータルサイトの構築と提供すべき情報
• 窓口業務の実施体制
• 広報のための資料作成やアドボカシー活動の展開方法



今後の取り組み

• （若手）研究者向け教材開発

• RDM標準スキルの策定

• カスタムメイド型教材作成システムの開発

27



機関管理者向け機能
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機関管理者ユーザの画面例

29

歯車マーク



受講履歴の取得方法（試行運用版）

• 「倫倫姫と学ぼう！情報倫理/日本語」の場合

• 1. プレテスト

• 「 1. プレテスト」内の右上の歯車マークから「受験結果」「評定」「解答」を選択いただけます。

• 3. 倫倫姫と学ぼう！情報倫理

• 「3. 倫倫姫と学ぼう！情報倫理」内の「レポート」タブから受講者一覧を閲覧いただけます。

• また「インタラクションレポート」では、各コンテンツの受講履歴をご確認いただけます。

• 4. 総合テスト

• 「4. 総合テスト」内の右上の歯車マークから「受験結果」「評定」「解答」を選択いただけます。

• 「倫倫姫の情報セキュリティ教室」の場合

• 1. 倫倫姫の情報セキュリティ教室

• 「1. 倫倫姫の情報セキュリティ教室」内の「レポート」タブから受講者一覧を閲覧いただけます。また
「インタラクションレポート」では、各コンテンツの受講履歴をご確認いただけます。

• 2. 総合テスト

• 「2. 総合テスト」内の右上の歯車マークから「受験結果」「評定」「解答」を選択いただけます。

• 研究データ管理に関する講座の場合

• 「理解度確認テスト」内の右上の歯車マークから「受験結果」「評定」「解答」を選択いただ
けます。

30



学認LMSのオプション機能
（機関管理者向け）

提供中：

• 自機関ユーザの受講状況閲覧機能

※正式運用開始後に提供予定（要申請）：

☑自機関ユーザの受講状況閲覧機能（コース別）

☑自機関限定コース作成機能

☑自機関限定コースの共有グループ作成機能

☑ラーニングアナリティクス基盤

31



ケーススタディ
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群馬大学の事例

• 「りんりん姫と学ぼう！情報倫理」を単位取得
やサービス利用の条件とした。

• 1年次必修科目「データ・サイエンス」の単位取得
要件

→必修科目なので，1年生ほぼ全員が受講

• VPN接続サービス，eduroamの利用条件

→教職員の利用が増加



群馬大学の事例

学認LMS

受講情報
確認システム*

教務システム管理者

総合テスト成績を
取得・登録

授業担当教員と
受講学生を提供

担当クラスの学生の
受講情報を閲覧，

成績に反映
教員

教務システム

機関管理者
IdP

IdP管理者

合格者に対して，
サービス利用を許可

VPN接続サービス
eduroamサービス成績

成績
受講学生
担当教員

利用可否
を制御

*https://doi.org/10.24669/jacn.20.1_21
https://github.com/n-hamamoto/cegc

・学認LMSの総合テストの成績を利用し，認証システム上で，サービス利用を許可
・受講情報確認システムを通じて，授業担当教員へ学生の成績を配布し，単位への反映を実施



利用申請方法・
正式運用に向けて
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試行運用中の利用申請方法（～2021.3）

手順１：

• IdP設定でattribute-filter.xmlに追加設定

• 学認LMSの必須属性情報

• eduPersonPrincipalName, organizationName

• 学認クラウドゲートウェイの必須属性情報

• eduPersonPrincipalName

＜任意属性値を送出した場合＞

• displayName：ユーザ氏名に表示されます。
送信しない場合は「GakuNin」となります。

• mail：ユーザプロファイルのメールアドレ
スに表示されます。送信しない場合は空欄
になります。

• eduPersonEntitlement：自機関コース作成時
に使用します（現在停止中）

手順２：

• gakunin-lms-office@nii.ac.jp 宛に利用申請

36

https://lms.nii.ac.jp/

「学認LMSの利用申請について」「学認LMSを利用するためのIdP設定」



今後の予定
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2020年度 2021年度

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

試行運用 正式運用

利用申請フォームによる受付利用申請方法 メールによる受付

継続利用の確認

機関管理者
継続利用の確認

既存の利用機関様へ
改めて利用申請フォームへの登録についてご依頼メールを送信します。

主な登録内容：
・機関担当者（複数登録可）
・オプション機能の利用申請
☑自機関ユーザの受講状況閲覧機能（コース別）
☑自機関限定コース作成機能
☑自機関限定コースの共有グループ作成機能
☑ラーニングアナリティクス基盤



学認 LMSのご利用をお願いします (現在 49 機関利用中)

IdP設定 +gakunin-lms-office@nii.ac.jpへの申請‡

‡
https://www.gakunin.jp/ml-archives/upki-fed/msg01306.html

mailto:gakunin-lms-office@nii.ac.jp
https://www.gakunin.jp/ml-archives/upki-fed/msg01306.html
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furukawa@nii.ac.jp
https://rcos.nii.ac.jp/
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